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研究成果の概要（和文）：日本語のイントネーションパタン（特に句末境界音調）にはどのようなものが何種類かある
のかに関する議論を含め、日本語のイントネーション体系を論じる概説論文を2本発表した。複数の音声コーパスの共
通語のデータとフィールドワークを通じて収集した方言データを、様々な実験手法を用いて分析することによって、日
本語のイントネーションを音声学・音韻論の両面から分析した。分析結果は、口頭発表および研究論文の形で発表した
。

研究成果の概要（英文）：Two papers were published, which survey the intonation system of Japanese and disc
uss how many and what types of intonation patterns are there in Japanese. The intonation system of Japanes
e was investigated from both phonetic and phonological point of views on the basis of a variety of experim
ental methods, using data from speech corpora of Standard Japanese as well as dialectal data collected thr
ough fieldworks. The findings were published in the form of oral presentation as well as research papers.
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１．研究開始当初の背景 
イントネーションは音韻論のレベルにお

いて離散的に表示されているとする措定は、
近年の研究に通底している。この離散的な音
韻表示は、音声学のレベルで連続的に変動す
る信号に変換されるわけであるが、単一の音
韻表示の様々な音声実現形が、それぞれ異な
る「意味」を伝達することがある。この事実
は、音声信号に観察される差異およびそれが
伝達する意味の差異が、異なる音韻表示に起
因するのか、単一の表示の異なる音声実現に
起因するのかを判断することを困難にする。
音韻論と音声学の峻別は、イントネーション
研究における最も重要かつ困難な課題のひ
とつである。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本語（方言を含む）イ

ントネーションの諸問題に取り組み、イント
ネーションの音韻論と音声学を峻別する実
験手法を確立することにある。 

 
３．研究の方法 
 先行研究の批判的検討、およびフィールド
ワークを通じて収集した方言データ、統制さ
れた条件下で発話された方言データ、および
音声コーパスに格納された標準語データの
分析を行う。 
 
４．研究成果 
フィールドワークを通じて収集した方言

データの分析に基づき、日本語諸方言のイン
トネーション体系を世界の言語のイントネ
ーション体系と比較し、両者を融合した類型
論を構築する試みを行った。具体的には、発
話を構成する語数に対してどのようにトー
ンが分布するか（疎か蜜か）に基づいて、世
界の言語を二分することができる可能性を
指摘した。その研究成果は言語系国際雑誌に
公刊した。 
共同研究者とともに、日本語の句末境界音

調のふるまい、特にそのピッチレンジ制御に
関する分析を『日本語話し言葉コーパス』を
用いて行った。句末境界音調は、発話の他の
部分とは異なるピッチレンジ制御が行われ
ていることが明らかになった。また、句末境
界音調のタイプによってもピッチレンジ制
御が異なることが明らかになった。分析結果
は国内の研究会と音声系国際学会で公表し
た。 
琉球語宮古池間方言のアクセントの文レ

ベルの実現に関する研究を共同研究者とと
もに行った。この池間方言は語レベルで指定
された音調が語よりも大きな単位を領域と
して現れる類型論的に珍しい特徴を有する
ことを明らかにした。イントネーションの音
声学と音韻論の理解のために重要な発見で
ある。研究成果は音声系国際学会で発表する
とともに国内雑誌に論文として発表した。 
琉球語宮古池間方言のアクセント型の中

和に関する研究を共同研究者とともに行っ
た。研究成果は英語論文の形にまとめ投稿し
た。 
先行研究の批判的検討、および独自のデー

タの分析に基づいて、日本語（標準語）のイ
ントネーション体系に関する概説論文を執
筆した。この論文では、日本語の句末境界音
調（BPM）にはどのようなものがいくつある
のかという、イントネーションの音韻論と音
声学の峻別に関わる重要な議論を行った。近
日公刊予定である。 
日本語の対乳児発話におけるイントネー

ションのピッチレンジに関する研究を共同
研究者とともに行った。対乳児音声に普遍的
に観察される「誇張されたイントネーショ
ン」（ピッチレンジの拡大）は、日本語には
観察されないと従来報告されていた。しかし、
日本語イントネーションの音韻構造を考慮
した分析手法を用いることによって、「誇張
されたイントネーション」は日本語にも観察
されることを明らかにした。研究成果は音声
系国際雑誌に発表した。 
東京方言にはどのような句末境界音調

（BPM）がいくつあるかを明らかにすること
を目的とした調査を東京で行った。また、東
京方言と近畿方言の東京方言と近畿方言の
フレージングがどのようなものであるかを
明らかにすることを目的とした調査を行っ
た。分析結果の公表は期間内には行えなかっ
た。 
 その他、共同研究者とともに、日本語の諸
方言や韓国語などにおける韻律現象を様々
な実験手法を用いて分析した。成果は国内・
国外の学会で発表した。 
 本研究は、様々な実験手法を用いて、イン
トネーション（および語アクセントを含む韻
律現象一般）の分析を行い、その結果いくつ
かの新しい知見を得ることができた。その中
には、当該の研究対象の分析のために適用さ
れるのが一般的でない手法を用いて、これま
で見逃されていた特徴を明らかにしたもの
もある。（例えば、対乳児音声に、イントネ
ーション音韻論の枠組みを適用し、さらに音
響分析を行うことなど。）しかしながら、本
研究は既存の手法を様々な形で応用したに
過ぎず、イントネーションの音韻論・音声学
の諸問題に接近することを目的とした全く
新しい実験手法を提案することはできなか
った。今後の課題である。 
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